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［第 12 回シンポジウム 基調講演］ 

通信理論から情報理論そして AI ですか 

日本コンペティティブ・インテリジェンス協会名誉会長， 

元日本大学大学院教授 

菅澤 喜男 氏 

この記事は，情報システム学会 第 12 回シンポジウム（2019 年 5 月 25 日）における 

基調講演の口述内容をまとめたものです． 

 

■はじめに 

私どもがやっております学会は日本コン

ペティティブ・インテリジェンス学会とい

うことで，インテリジェンスという言葉を

学会の名前につけています．多分インテリ

ジェンスという言葉を皆さんご存じだと思

うし，それなりに理解もされていると思い

ますが，情報とインテリジェンスを二つ並

べてみますと，どちらがどちらだかよくわ

からない，と多くの人はそのように思われ

ると思います．もしもそうでなければ，そ

の人は非常にこだわっているというか，マ

ニアックというか，何かのきっかけで疑っ

たことのある方だと思います． 

私は若い頃にアメリカに留学をしまして，

私は昭和 21 年生まれですから，戦後日本が

敗戦になって翌年に生まれましたので，私

から戦後が始まったと思っていますけれど

も，1970 年にアメリカに行きまして５年近

くおりました．先ほど山口先生のお話を伺

って，やはりアメリカはすごいなと思いま

した．当時私はバイオメディカルエンジニ

アリングという，あまり日本ではやってい

なかった生体医療工学というのをやってい

まして，その頃に教えて頂いた先生がグロ

ーディングという，多分世界で最初にマン

マシンシステムという本を書いた方です．

シカゴ大学の教授から南カリフォルニアに

来て，彼の授業は非常に素晴らしかったこ

とを覚えていますけれど，内容は忘れてし

まいました．医学部の教授でありながらシ

カゴ大学の電気工学で学位を取った，そう

いう方です．相棒がリチャード・ベルマン

という方で，システムダイナミクスという

領域を世界で初めて確立した方です．この

グローディングとベルマンという二人の巨

頭は，多分知っている方も多いと思うので

すが，アメリカのサンタモニカにあるラン

ドコーポレーションという軍事産業を支え

ている研究所，言ってみればコンサルタン

ト会社にいました．世界で今でもリードし

ているし，一時期情報漏洩の問題があって

アメリカ政府に睨まれていましたけれど，

最近の様子を見たらかなりアメリカをリー

ドしている研究所だと思います． 

そのようなことで，バイオメディカルを

やっている時に実は色々な宿題をやらされ

ました．当時アメリカでは IBM の 360 とい

う機械が普通に置いてありまして，「使って

こい」ということで宿題を IBM の 360 を使

ってやるのですが，日本の大学を出て行っ

たつもりなのですが，日本の大学にはその
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頃多分コンピュータがなかったので，従っ

て，当時ですからカードデックをもらって

「この中に血圧とか色々入っている，これ

を分析してこの患者の病名を当てろ」とい

うそういう宿題が何パターンか出たのを覚

えています．50 年も前の話です．アメリカ

はそういう国で，足元を見るにも見られな

いというか，アメリカと日本を比較する時

は色々なところから疑うというか，色々な

角度から比較した方が良いかなと思います．

アメリカ＝日本というわけにはいかないの

でそのように思います． 

その後，これからお話する情報の分野に

入っていくのですが，実はバイオメディカ

ルの勉強をしていた時は全然駄目でして，

要するに白旗をあげて「I have a flag」，white 

flag というのですが，退学です．お金も無

かったし，１ドル 360 円の時代ですから，

仕方が無いからアルバイトをして何とか学

費を稼げるところはないか，ということで

先生に相談したら，「俺の弟子が先生をやっ

ている学校が近くにあるからそこへ行け」

ということで行ったら，このノースロップ

という非常に小さな学校でした．ここは授

業料がそれまで行っていた学校の約半分で

済みました．あとここは非常に面白い学校

で，FAA というアメリカ連邦航空宇宙局が

認定している航空整備士の予備試験が受け

られる学校が全米に二つあるのですが，そ

のうちの一つでした．今もこれはやってい

ます．この学校はサンフランシスコにあり

まして，ロサンゼルスが全日空でサンフラ

ンシスコが JAL と決まっていまして，お互

いに顔を合わせないようにして勉強してい

たようです．非常に面白い学校でジェット

エンジンが 100 台ぐらい並んでいまして，

一人一台ということで整備をしていました．

たまたま全日空の人が来ていて友達になっ

て話を聞いて「こんなに大きいエンジンの

部品がちゃんと元通りになるのですか」と

聞いたら「なるわけないでしょ」というよ

うなジェットエンジンがどうやら上空で飛

んでいるわけです．そういう面白い連中と

もここで会いました． 

 

■クロード・シャノン 

ここが私の情報理論のスタートでありま

して，実はここで情報理論を専攻しました．

「情報理論とは何だ」ということになって

くるのですが，この情報理論を世界で最初

に明確に定義した人がいます．今日は皆様

お釈迦様だと思って説法しにきたようなも

のですから，後で逆に説法して貰えばけっ

こうなのですが，この「情報」という事を

誰が定義したのだろう，ということを手繰

っていくとやはりこのクロード・シャノン

だと思います．彼は非常に天才というか秀

才というか，日本にはなかなかこのクラス

の人はそうそう多くはいないと思うのです

が，アメリカではけっこういるなあ，と思

います．この人がまず発想を言い出したの

で，それをスタートにして少しお話を進め

たいと思います． 

このクロード・シャノンは 1916 年生まれ

ですから，もうお亡くなりになっているの

ですけれども，電気工学者と数学者であり

ました．何と言ってもベル研究所で長らく

活躍されて MIT だとかプリンストン高等研

究所，あと私もしばらくいたミシガン大学

の方でも彼は勉強していたと思います．こ
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のシャノンが言う情報理論，あるいは彼が

言った情報とは一体何なのだろう，という

ふうに思うのです．我々はこの人が定義し

た情報からは多分出られない筈なのです．

彼が言った情報は何だと言うことになって

くるわけです． 

 

■日本人の関与 

日本人にもこの辺りをかなり突き詰めて

研究していた方が間違いなくおられるよう

です．資料にありますように，日本人で大

体同時期なのですが，この中嶋という人が

日本電気で研究していたということが今で

もおウィキペディアに載っています．残念

ながらこの中嶋さんはブール代数というこ

とにどうも気がつかなかった，これは一つ

の敗因です．情報について世界で今誰が開

祖的，神様的な存在かというとやはりシャ

ノンになってしまって，中嶋先生だという

人は多分誰もいない，その勝敗の分かれ目

は何だったかというと間違いなくこのブー

ル代数です． 

 

■ブール代数 

ブール代数では，０×０は０で，これはブ

ール代数でなくても０なのですが，時々学

生の中には１＋１が２というやつが出てく

るので，こいつは困ったなと思うのですが，

これは１です．１＋１が２になるとこれは

アナログの世界で，ブール代数では１＋１

は１です．あと０の右上にｃ，１の右上に

ｃ，と書いてそれぞれが１と０になる右側

にありますが，これはコンプリメントと言

って NOT です．０でない，１でない，とい

うのがそれぞれ逆の数字になって出てきま

す．このブール代数がなぜ極めて大事かと

いうと，このブール代数ができたからこそ

我々はデジタルの社会を管理することがで

きるようになった，というのは間違いない

です．ブール代数もこの辺りをやっている

分には楽しくて良いのですが，けっこう大

学院レベルですと頭がおかしくなってくる

ぐらい，あまりやりたくない数学かもしれ

ません．人によりますけれど，私もあまり

好きではありませんでした．このブール代

数で色々なものを０と１で判別できるよう

になったということが一つ非常に重要です．

もちろん，今日ご専門の方もいると思いま

すが，AND 回路とか NOR 回路とか OR 回

路だとかいろいろ回路を記号によって組み

立てもできるようになった，ということも

あります．このあたりも一つ重要な入り口

ではないかと思います． 

 

■シャノンによる情報理論の考案 

シャノンの情報理論の考案というのがあ

るのですが，少しきちんと調べてみると 

1948 年ベル研究所在勤中に論文「通信の

数学的理論」を発表し，それまで曖昧な

概念だった「情報」(information)について

定量的に扱えるように定義し，情報につ

いての理論（情報理論）という新たな数

学的理論を創始した． 

こうなっています． 

とても重要な話であって，シャノンがこ

こで「情報」というものを定義するまでは

非常に曖昧であったのですが，シャノンが

この情報，つまり information について定量

的に捉えるように定義しました． 
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翌年ウォーレン・ウィーバーの解説を付

けて出版された同名（ただし“A”が“The”

に変わっている）の書籍『通信の数学的

理論』で，シャノンは通信におけるさま

ざまな基本問題を取り扱うために，エン

トロピーの概念を導入した．情報の量（情

報量）を事象の起こる確率（生起確率）

によって定義し，エントロピー（平均情

報量）を定義した． 

とこうなっています．全くトンチンカンで

す．このようなことを言われては情報とい

うのがどこかに行ってしまって，「何だこれ

は，情報なんてどうでもいい」というふう

になってしまいます．このへんまで来ると，

どうやら確率というものを理解しないと情

報は理解できないのではないか，と私は思

います．私も実はそのように教育されまし

た．どうして情報と確率が関係あるのかと

いうと，皆さんがよく使っている単位，ビ

ットです．このビットは確率によって定義

されています．勝手に０と１で作ったわけ

ではない，シャノンが数学的理論の中でき

ちんと定義していますよ，というものです．

そしてこのエントロピーというのがこれも

また非常に重要で，情報量，平均情報量，

というものです． 

このように分布があってちょうど真ん中

が２分の１です．こちらが０でもう片方が

１です．平均情報量は最大１にしかならな

い，最低で０です．全く真ん中に２分の１

という確率が出ています．つまり確率が２

分の１の時にエントロピーが最大になる，

どうしてでしょうか，何故かというとわか

らないからです．どちらに行っていいかわ

からないちょうど真ん中，今日馬券を買っ

て予想屋が「お兄さん，これ絶対当たるよ」

と言ったとき，馬が走り終わるまでは確率

２分の１，馬が予想屋の言うとおり勝てば

その人はラッキーだから１，負ければ０，

つまり確率が 2 分の１のときに人間は一番

情報が欲しいのです．わけがわからないか

らです．わけがわからない時に人間は一生

懸命情報を集めて何をしたいかです．正し

く意志決定をしたい筈です．そのときにど

のような人間であっても必ず欲しいものは

何とか決着をつけたい，馬券だったら勝ち

たい，勝ちたいためにお金まで払って予想

屋に小さい紙をもらってニヤニヤして「も

しかしたら当たるかな」と思うわけです．

でもそれは皆さんがまだ確率２分の１にあ

るからそういう気になる，この２分の１が

崩れるとエントロピーが最大になることは

あり得ない，エントロピーというのはそう

いうものです． 

簡単に言うとそこの情報源がどれだけ情

報を出しているかを測る尺度です．当然物

理でも統計力学などでもエントロピーとい

う言葉は使うのですが，その意味は乱雑さ，

不規則さ，曖昧さなどといった概念を指し

ますと言っています．したがって，なぜこ

の０１とかエントロピーとかがコンピュー

タに関係あるのか？ 情報なの？ とこの

ようになってきます． 

 

■シャノンによる情報の定義 

シャノンが言った「情報」の定義はどう

なっているかということになるのですが，

先ほど言ったように彼は数学的にこの通信

理論をどうやって扱うか，Mathematical 

Theory ということを前面に出してこの
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information を定義してきました．彼の「The 

origins of information theory」というのがある

のですが，「date back to Claude E. Shannon’s 

publication of a paper in the Bell System 

Technical Journal in 1948.」，1948 年のベル研

から出たジャーナルで彼はこの information 

theory ということを初めて定義に出したと

いうことです． 

シャノンは「Shannon, perhaps realizing the 

deceptive qualities of the word information, 

called his paper “A Mathematical Theory of 

Communication.” 」， こ こ で 初 め て 彼 は

information というものを定義していますよ，

ということです．さらに，情報の口語的な

意味についてシャノンの論文では情報その

ものではなくて，情報としてのシンボルの

キャリアをする，先ほど山口先生も記号の

世界と情報の世界を行ったり来たりという

言葉を使っていましたけれど，私はそのお

話を聞いていて，最終的に人工知能に行き

たいのですが，日本人として情報という概

念，あるいは information という概念をどう

捉えるかによって，この世界はどうなるの

だろう，結論的に私は最後の方で申し上げ

るつもりですが，情報って何ですか，と言

われたら多分記号です．それ以外はあり得

ないです．記号以外はあり得ません．何故

かといえば，シャノンがそのように定義し

ているからです．そしてその量も彼はきち

んと計測できるような式を出しています．

ということになると，情報としてのシンボ

ル，つまり記号をキャリアする，運ぶため

に，その手段として情報を定義している，

ということになってきます．キャリアする

というのは通信，伝送，運ぶということで

す．当然シャノンが言い出す前の通信の手

段はアナログ波ですから，いわゆる AM と

か FM です．それがデジタルとして送れる

ようになるのは彼以降になってくるわけで

す． 

では，シャノンは一体情報をどうやって

定義したのかというと，ここから確率にな

ってきます．山口先生に先ほど「先生，ご

専門は？」聞いたら「阪大時代に通信工学

をやっていました」というので，先生にこ

んな話をしたら怒られそうだなと思ったら，

先生がいなくなったから助かりました． 

多分情報理論を理解するのにどのような

数学的なバックグラウンドを持ってくれば

良いのかと言えば確率論です．確率論で殆

ど決着がついてしまいます．そうすると，

皆さんがよく使うビット，コンピュータ屋

さんはビットを知らないわけにいかないの

で，シャノンはこのように定義しています．

これがそのビットの定義です． I(E)は

information，P(E)は probability，probability

の E が起こるということは， 

𝐼(𝐸) = log
1

𝑃(𝐸)
 

ですよと，これを詳しくやると少し面倒に

なりますが，そういう式になっています．

ここで彼がその次の式の展開で，we use for 

information と書いてあります．その式は次

のようになっています． 

log𝑎 𝑥 =
1

log𝑏 𝑎
log𝑏 𝑥 

これもよくわからないから，よしとします．

その次に 

𝐼(𝐸) = log2

1

𝑃(𝐸)
 bits 
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この単位をビットと付けました．これが１

ビットです．これが情報としてのシンボル

をキャリアする単位として彼はビットをつ

けました．ということは，この記号，シン

ボルをキャリアするために付けた名前がビ

ットですよ，ということです．したがって，

シャノンによる情報の定義は何かと言った

ら，やはり記号です．その記号，つまり情

報を測るために彼はビットという単位を作

ったし，それをきちんと雑音無く運ぶため

にはどうしたらよいか，ということも当然

彼は考えていた筈です． 

 

■情報理論専攻履修科目 

これはちょっと手前味噌ですが，ノース

ロップというのはとても面白い学校で，既

にこの領域はやっていないのですが，多分

そのあとグラマンか何かと組んで世界で初

めて三角翼の戦闘機を作ったと思います．

それはともかくとして，授業料が非常に安

かったのは魅力でした． 

これは私が情報理論を専攻した時の科目

一覧です．1972 年に参りまして，秋の学期

は数学をやりました．数学ができないと情

報理論は理解不能ですので，日本で言う教

養の数学みたいなものです．73 年の冬と 73

年の春を見ると全部が通信理論なのです．

Numerical Analysis，これはちょっと違いま

すが，Communications これはいわゆる通信

理論，通信工学の話，それから Advanced 

Communication Systems，これはまた通信理

論の上級コースです．Numerical Analysis，

これは多分選択だったかもしれないのです

が，これは例えば方程式というか，コンピ

ュータがなくていわゆる計算式を解くやり

方です．今コンピュータで色々な式を解く

ときにこの計算式が中で動いているから解

けるのであって，コンピュータが方程式を

解いているわけではありません．当たり前

の話ですが．もちろんコンピュータの無い

時代に非常に進んだ領域で，当時 Numerical 

Analysis，数値解析法で世界の最先端を行っ

ていたのはロシアです．つまりコンピュー

タの要らない世界，その後アメリカがコン

ピュータを開発して一気にアメリカの主戦

場になってくるわけです．一応このコミュ

ニケーションつまり通信理論をイヤという

ほどやらされまして，うんざりした頃にや

っと情報理論が出てきまして，この Random 

Sign and Filter，これがそうです．それから

Information Theory がここで初めて出てきま

した．あとは Analog Computer とか，皆さん

は聞いたことがない科目かもしれませんが，

実はコンピュータにはアナログもあります

ので，コンピュータはデジタルだけかと思

ったら大間違いです．これはまた非常に面

倒でわけのわからない分野ですけれど一応

や ら さ れ ま し た ． あ と は Compiler 

Construction とか，これは皆さんコンピュー

タを使うときに全く意識していないのです

けれどもコンパイラを知らないと本当はコ

ンピュータを動かせない筈です．今は皆さ

ん全くこれを意識しないでコンピュータが

勝手に動いてくれますから問題ありません．

最後の学期にここにある Algebraic Coding，

これがブール代数です．ここでブール代数

をやらされました． 

これらを見ると，やはり情報理論を理解

するということは多分間違いなく通信理論

を知らないと情報理論に行けない，当時は
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そのようなプログラムになっていました．

通信理論の主役はアナログ波，皆さんがよ

く聞いているラジオ，AM 放送，FM 放送，

短波放送は全てアナログ放送です．それを

デジタル放送にした場合にどうなるかとい

えば，情報理論でないとうまく送れない，

ということになります． 

皆さんよくご存じだと思いますが，この

Random Sign and Filter，ノイズフィルタです

が，これはつまり我々の環境には信号がた

くさん走っていまして，そこに要らないノ

イズがついてくるわけです．このノイズを

どうやってカットオフするかということは

非常に大問題であって，これを特許情報で

引いたらこのノイズフィルタの特許という

のは数限りなく出てきます．そのぐらいノ

イズをカットする回路というのは非常に重

要な回路だったわけです．これはそれをや

る分野でして，ノイズ処理というのは非常

に面倒な分野で数学的にもやっかい，あま

り見たくない数式がたくさん出てきます．

でもこれをやらざるを得ない．何故かとい

うと，０１０１を正確に拾うためにはこの

ノイズをどこかでカットしないといけない，

邪魔だから，だけどこいつは簡単にはカッ

トできない，コンピュータの中には必ずそ

のフィルタが入っています．その回路が入

っているからちゃんと動いている，という

ふうに考えた方が良いはずです． 

このようなことを実際にやらされるわけ

です．そうなると情報というのはシャノン

が Information Theory の中で「インフォメー

ションというのはシンボルである」と定義

しているわけですから，これを素直に訳せ

ば記号です．情報は記号です．そうすると，

待てよ，情報というのは記号だけなのか？ 

というと意味的にはインフォメーションは

シンボル，記号です．それをどううまく通

信手段として運ぶかというと，彼が“A 

Mathematical Theory of Communication”の中

で定義したビットという単位をもって運ぶ

わけです．これは０１０１で運びますから

非常に効率が良い，AM だとか FM は非常

に効率が悪い，ということになります．こ

こで，ではそのインフォメーションという

のは一体どうなっているのだろう，という

のを色々と調べてみました．それとインテ

リジェンスは私の分野ですから，インテリ

ジェンスとインフォメーションがごちゃご

ちゃになっていると困るので，少し用語を

並列的に調べてみましょう，ということで

やってみました． 

 

■情報とインテリジェンス（日本語） 

まず日本の辞書です．広辞苑を引いてみ

ると，やはり日本語は非常に曖昧だなあと

いうのがよくわかります． 

「情報」を引くと， 

情報 → information 

①あることがらについての知らせ．「極秘

情報」 

②判断を下したり行動を起こしたりする

ために必要な，種々の媒体を介しての

知識．「情報が不足している」 

とこうなります． 

「インテリジェンス」を引いてみると 

インテリジェンス →  intelligence 

①知能．知性．理知． 

②情報 

と出てきます．ここで広辞苑もわけがわか
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らなくなります． 

今度は Random house English Japanese 

dictionary を引いてみました．インフォメー

ションを引いてみると 

information  → 通報，報告，（知識の）

伝達，情報，報道，インフォメーション，

資料，案内係り，知識，見聞，密告 

密告，つまりスパイのようなものが出てき

ます．つづいてインテリジェンス， 

intelligence → 報道，情報，諜報機関，

知能，知力，理解力，知性，機転 

これも少しスパイのようなものが出てきま

すけれど，よりインテリジェンスの方がス

パイに近いかなという感じがします． 

 

■情報とインテリジェンス（中国語） 

これで飽き足らずにもう少しやってみま

しょう，ということで今度は中国語です．

今日来た高橋先生に教わったのですが，中

国語は最近多分グレーゾーンになってきて

いるということです．ただこれは北岡先生

という外務省におられて我々の学会でも

色々とやっていただいた方なのですけれど

も，その北岡先生が中国の上海に日本語の

文化を紹介するためにインフォメーション

センターを作ったら，すぐに引っ込めろ，

お前達はまたスパイをやるのか，と言われ

たというぐらい，非常に困ったよというこ

とを言っていました．中国語で言うと，情

報の呼び方はここに書いてあるように難し

いです．中国語の人に「情報を英語で書い

て下さい」というと，彼らの多くは多分 

intelligence と書くということです．これを

引いてみると「価値ある信息（シンソク）」

というように日本語では読むのでしょうけ

れども，これは非常にくせ者です．「信息」

とは何か，これを中国の人に「英語にして

ください」というと，information と英語で

は書きます，ということです．したがって，

日本語で言う漢字の「情報」のことを，中

国の人はほとんど間違いなくインフォメー

ションとは書かない，インテリジェンスと

書きます．ただグレーゾーンになっている

ことは事実です． 

これは私が福岡の学校でお世話になった

時に何回か使ったスライドなのですが，福

岡県の観光情報センター，というのが博多

の駅の構内にあります．「観光情報」と書い

てあるのですが，よく見ると「Tourist 

Information」と英語が書いてあります．そ

の下，一番右側に「信息」と書いてありま

す．つまり，福岡県観光情報センターは中

国語に直すと「信息」という言葉で情報を

置き換えていますよ，ということです．そ

こでまた「情報」と「インテリジェンス」

が少し混乱してきます．やはり「情報」と

「インテリジェンス」は多分多くの中国の

方は正確に理解している，と言って良い筈

です．日本人はどうもそうではないのでは

ないか，と言いたくなることがあります． 

 

■情報とインテリジェンス（英語） 

今度はオクスフォードディクショナリで

引いてみました． information は “Fact or 

knowledge provided or learned”，つまり「提

供または学んだ事実または知識」となって

います．その次の英語も日本語に直してみ

ると「特定の一連の記号」やはりオクスフ

ォードは記号が出てきます．「インパルスに

よって伝えられる，または表現されるもの」
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これはシャンの言った情報の定義に全く近

い考え方だと思います． 

オクスフォードディクショナリで 

intelligence を引いてみますと，日本語だけ

申し上げると 「知識とスキルを習得し応用

する能力．この能力を持つ人．軍事的また

は政治的な情報の収集．」とこうなっていま

す．これがオクスフォードディクショナリ

です． 

 

■情報とインテリジェンス（フランス

語） 

まだしつこくやってみようという事で，

実は息子がフランスにいるのでちょっと教

えてもらってやってみました．これはフレ

ンチ・フレンチディクショナリです．フレ

ンチ・ジャパニーズではなくて，それを身

内に日本語に直して貰ったのがこれです． 

Information，なんとなくフランス語読み

にすると格好よく聞こえるのですが，アン

フォルマションですか，松平先生の得意分

野ですけれども，やはり information は 

１.情報，知識，（一個人の）見聞，学識 

２.情報収集，調査 

３.（２０世紀の初頭）情報伝達，報道，

広報（活動） 

となっています．あと４番に「ニュース」

とか法律では「（違反を立証し犯人を見出す

ための）予審」とか「サイバネティクス」

とか出てきます．でも上位を見ると

information は情報であり知識であり見聞で

あり学識である，となります． 

さらにニュース，renseignement，など延々

と出てきます．フレンチ・フレンチディク

ショナリで information を引くとこれだけ説

明が出てくるのです． 

次に intelligence を引いてみるとアンテリ

ジェンスと読むらしいのですが， 

１.知性，知能，頭脳 

２.理解力，判断力，聡明さ，明敏さ，利

発さ 

と出てきます．明らかに information と

intelligence は違います，というのがよくわ

かります．これは一度日本人が訳していま

すけれど，多分正確な訳だろうと思います．

となるとどうやらフランス人が思っている

「情報」あるいは intelligence というのは，

特に情報についてはシャンが定義した情報

に近い理解できちんと辞書でも説明をして

いる，というふうに思います．まあフラン

ス語というのは色々と面倒だと思うのです

が，皆さんよくご存じのようにフランス語

は雄のロバと雌のロバが違ったり，雄のラ

クダと雌のラクダのスペルや読み方が違い

ます．聞いたら雄と雌で違う単語が 100 種

類ぐらいあるらしいです．だからフランス

語は面倒くさいと言われました． 

 

■日本政府の見解 

次は一応公式というか，日本政府の立場

としてこのインテリジェンスの定義はどう

なっているのか，調べてみます．これは，

北方領土などで有名な鈴木宗男さんです．

彼が平成 18 年の 3 月 17 日に質問書を提出

しています．これがその質問書です．提出

者は鈴木宗男さんです． 「インテリジェン

スの定義に関する再質問趣意書」と書いて

あります． 

以下，質問書の内容です． 
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インテリジェンスの定義に関する 

再質問趣意書 

提出者 鈴木宗男 

標記案件については，既に平成十八年

三月三日に質問主意書を提出し，内閣か

ら同年同月十四日に答弁書を受領した

（以下，「前回答弁書」という．）．その結

果を踏まえ，更に追加質問する． 

一 国際情報統括官組織はどのような部

局が存在し，どのような業務に従事

しているか． 

二 「前回答弁書」において，外務省が

国際情報統括官，国際情報官，情報

分析官の英語の名称にインテリジェ

ンスを充てていることが明らかにな

ったが，この場合のインテリジェン

スとは何を意味するか． 

三 情報の定義如何． 

四 情報と諜報の共通点並びに相異点を

明らかにされたい． 

五 情報とインテリジェンスの共通点並

びに相異点を明らかにされたい． 

六 諜報とインテリジェンスの共通点並

びに相異点を明らかにされたい． 

七 インフォメーションの定義如何． 

八 国際情報統括官組織の前身である情

報調査局の英文名称の情報にはイン

テリジェンスを用いず「オーヴァー

シーズ・インフォメーション」を用

いていたと承知するが，外務省はい

つの時点から，どのような理由で情

報担当部局の英文名称に関してイン

テリジェンスという言葉を充てるよ

うになったのか． 

右質問する． 

ということです．素晴らしい質問書です．

質問書は素晴らしい，ただ回答書が大変問

題です． 

今度は平成 18 年 3 月 28 日に答弁書，内

閣総理大臣 小泉純一郎さんから 「衆議院

議長 河野洋平殿」と書いてあります．「衆

議院議員鈴木宗男君提出インテリジェンス

の定義に関する再質問に対し，別紙答弁書

を送付する．」すごいですね． 

ここに答えが書いてあります． 

 

衆議院議員鈴木宗男君提出 

インテリジェンスの定義に関する 

再質問に対する答弁書 

 

一について 

第一国際情報官室，第二国際情報官室，

第三国際情報官室及び第四国際情報官室

があり，外務省組織令（平成十二年政令

第二百四十九号）第八十九条第二項にお

いて，「国際情報官は，命を受けて，国際

情報統括官のつかさどる職務を助ける．」

と規定されている． 

全然わからないですね． 

二及び八について 

インテリジェンスとは，一般に，知能，

理知，英知，知性，理解力，情報，知的

に加工・集約された情報等を意味するも

のと承知しており，国際情報統括官，国

際情報官及び情報分析官の英語の名称に

ついては，それぞれの職務にふさわしい

ものを用いている．平成五年より，御指

摘の「インテリジェンス」の語を用いて

いる． 
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三から六までについて 

情報とは，一般に，ある事柄について

の知らせ，判断を下したり行動を起こし

たりするために必要な知識等を意味する

ものと承知している．諜報とは，一般に，

秘匿されている情報を入手して知らせる

こと又はその知らせを意味するものと承

知している．インテリジェンスとは，一

般に，知能，理知，英知，知性，理解力，

情報，知的に加工・集約された情報等を

意味するものと承知している． 

 

七について 

インフォメーションとは，一般に，情

報，報道，知らせ等を意味するものと承

知している． 

となっています．いかがでしょうか．国家

として回答したのだから，これは日本政府

の正式回答です．正しいかどうかです．ま

あ，正しいと言えば正しいかもしれないで

す．とりあえずこういう答です． 

 

■Artificial Intelligence 

次は，随分前になるのですが，学会で当

時まだ人工知能とは明確に言っていなかっ

たのですが，アメリカにいた頃からチラチ

ラそういう話は知っていましたけれど，フ

ァジー理論，曖昧性理論というものがあり

ます．そのファジー理論は確率を扱うもの

ですから，一時期興味があってやりまして，

ある学会に出して何か賞をもらった記憶も

あるのですが，どこかに行ってしまいまし

た．ファジーというのを日本人は曖昧理論

と訳して，当時ファジー洗濯機とか，聞い

たことがあるかもしれませんけれど，その

あたりのこの考え方を思い起こすと，その

ようなものがずっと AI に続いているのだ

なと今日思いました．ああ，そうだろうな

あ，と思うのです．別に AI に文句を言うわ

けではないのですが，色々なところで AI

というのは定義されていて，今日，山口先

生がおっしゃった通りで，日本人の要件と

いうか，AI をどういう範疇でどう取り扱っ

て何をするのか，というのが広すぎる，と

私も思いました．ここで何を申し上げたい

かとういと，Artificial Information ではいけ

ませんよ，ということを私は言いたいです．

当然 Artificial Intelligence にしないといけ

ないのです．Artificial Information ですと単

に記号を扱うだけで終わってしまうので，

Artificial Intelligence にすれば意味のある情

報を扱いますよ，ということです．したが

って，先ほど山内先生も，記号と情報との

接点という言葉をお使いになっていました

けれど，まさにその通りであって，何らか

の意味を持っていない単なる記号を入れて

も仕方がありません．多分それをデータと

知識に AI で分けているのだろう，と思いま

す．色々な国でしのぎを削って研究をして

いることは事実です．やはり Artificial 

Intelligence として色々と出てきます．

Artificial Intelligence が Wikipedia，フリーエ

ンサイクロペディアに出ていて，「機械によ

って実証されるインテリジェンスです」と

書いてあるのを読んで面白いなと思いまし

た．これは訳したものです．Google 翻訳を

使ってなるべく統一的に翻訳してみました

けれど，若干通じないところはこちらで直

しました．「機械によって実証されるインテ

リジェンス」を AI だと彼らは思っている，
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ということです． 

 

■人工知能学会によれば 

人工知能学会によれば，先ほどの山口先

生もご活躍されている学会だと思いますが，

公式ページにこのように書いてあります． 

「推論」とは「知識を元に新しい結論を

得ること」です．「学習」は何か機械が勉

強をする感じがしますが，ここでは「情

報から将来使えそうな知識を見つけるこ

と」です． 

とこう書いてあります．私はここが少しわ

かりませんでした．皆さんはおわかりかも

しれませんが．「情報から将来使えそうな知

識を見つけること」，これはどういうことで

しょうか．これは公式ページの説明なので

すが，気になるので「知識」とは何かとい

うことを引いてみました．「知識とはある事

柄などについて知っていることの内容」と

ありました．ある事柄について知っている

ことが知識だそうです．ですから「「情報」

から将来使えそうな知識を見つけること」

というのはそれで良いのだろうか，という

気が少しします．ここはよくわかりません． 

 

■人工知能とは 

Artificial Intelligence を他で引いてみまし

たら，このような記載がありました．日本

語に訳すと， 

彼らは世界に関する豊富な情報を持って

いる場合にのみ，機械は人間のように行

動し反応することができます． 

とこう書いてあります．「機械は人間のよう

に行動し反応することができる」，何故です

か，「豊富な情報を持っている場合にのみ」

反応します，といっている，これはどうい

う意味でしょうか．ここでいう「情報」と

はどう理解するべきか，ということになっ

てきます． 

「人工知能」を日本大百科事典で引いて

みました． 

誤解を恐れず平易にいいかえるならば，

「これまで人間にしかできなかった知的

な行為（認識，推論，言語運用，創造な

ど）を，どのような手順（アルゴリズム）

とどのようなデータ（事前情報や知識）

を準備すれば，それを機械的に実行でき

るか」を研究する分野である． 

とこう書いてあります．これは本当にこの

ように書いてあるのですが，こういうのを

読めば読むほど日本人は，情報，シャノン

が定義した情報，ビット，その記号を運ぶ

ための通信理論，を本当に理解してこのよ

うな言葉を使っているのだろうか，という

気がします．例えばデータを事前情報や知

識，としています．これも非常に曖昧です．

先ほどの山口先生のお話にも出てきました

が，ベイズ統計は事前情報と事後と両方の

統計量で意志決定をする統計学なのですが，

その事前情報のことを言っているのか，こ

れもよくわからない，わかるといえばわか

るのですが曖昧です．ここでインフォメー

ションとシステム，ここは情報システム学

会ですから喧嘩を売りにきたわけではない

のですが，「情報」をオクスフォードディク

ショナリで引いて，「システム」を英辞郎で

引いてみると，単純につなぎ合わせても正

しくはないのですが，「記号をシステム的に

扱う」ということになってしまいます．多

分英語圏の人はそう思っているはずです．
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何故かというと情報がそのように定義され

ているからです． 

面白い資料がありまして，Wikipedia に

Information System という語は載っていま

す．これを訳してみると 

情報システム（IS）は，情報を収集，処

理，保存，および配布するために設計さ

れた，正式な，社会技術的な，組織的な

システムです． 

情報システムは，情報と，人々や組織が

データの収集，フィルタリング，処理，

作成および配布に使用するハードウェア

およびソフトウェアの補足ネットワーク

を特に参照したシステムに関する学術研

究です． 

とこう書いてあります．これは Information 

System を Wikipedia，フリーエンサイクロペ

ディアで引いたものです．これはなかなか

しっかりしていると思います． 

 

■Intelligence System 

では，Intelligence System というのはある

のかと疑ってみたら，出てきました．ネバ

ダ大学，University of Nevada, Reno に出てい

まして，一部を読んでみますと 

インテリジェントシステムは，それらを

取り巻く世界を認識しそれに反応する技

術的に先進的な機械です． 

こうなっています．どちらがいいでしょう

か．機械というのは少し日本語的すぎるの

ですが，このようにネバダ大学の研究者は

定義をしていました．そうしたらもっと面

白いのがありまして，Intelligence System で

米軍，Dictionary of Military and Associated 

Terms，2005 年，今でもこの http は出てい

ます．Intelligence System を定義していまし

た． 

データ収集の管理，データの取得と処理，

データの解釈，および行動の根拠として

の合理的な判断を意思決定者に提供する

ための，正式または非公式のシステム． 

となっています．この Intelligence System の

定義が一番良いと私は思いました．多分

Information System と Intelligence System の

境が日本人の場合は，はっきりしている人

もいると思いますけれども，曖昧です．つ

まり，「情報」の取り扱い，意味，定義，は

何なのだろうという事がもうひとつはっき

りしていないように思います．そうすると

その「情報」を何とかうまく使おうとする

と多分それは「インテリジェンス」に変換

しないと使えないはずですから，となると，

今度「インテリジェンス」と「情報」の違

いは何だろう，ということになります．何

となくボヤっとした概念ではおわかりにな

っているけれども，「それはこうだよ」と企

業にしろ，組織にしろ，きちんと 「情報」

を使えるか，というところに戻してみると，

どうもそのへんはしっかりしていない可能

性が強い，ということにならざるを得ませ

ん． 

 

■勝手な結論 

これは私の勝手な結論ですが，「情報」と

いうのはやはり「お知らせ」と捉えるべき

であって，information を定義した人がそれ

によって，いわゆる通信の革命，コンピュ

ータ，というものを生み出すベースを作っ

たわけですから，それでビットという単位

もできたという以上，やはり，information
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の本質は 「お知らせ」以外にはないはずで

す．それを日本人はどのように理解したか，

というのが私は少し疑問です．意味のある

お知らせはやはり intelligence になります．

意味のある情報は intelligence です．つまり

情報はあれば良い，というわけではなくて，

その情報から何か役に立つものを得る，あ

るいは若干加工してあるいは評価してその

プロセスを加えることによって使えるもの

にするということが大事です．となると，

皆さんは多分，インテリジェンスが欲しく

て情報を集めているし，インテリジェンス

が欲しくて情報を加工しているし，インテ

リジェンスが欲しいからこそ何とか情報を

重要視したい，と思っているのではないか，

というふうに私は思います．というのが僕

の結論です． 

 

■日米英の取組 

英国は非常にインテリジェンスを重要視

している国です．今は非常に問題を起こし

ていますけれども，昨年，映画になりまし

たけれど，チューリングマシン，チューリ

ングさんというのを聞いたことがあると思

いますけれども，ドイツ軍の暗号を見破っ

たコンピュータといえばコンピュータです．

僕は映画を見に行きまして非常に面白かっ

た．ただ英国はドイツの暗号，世界最強の

エニグマ信号を見破るために非常に苦労を

して，何故こんなに正確に爆弾を落とせる

んだ，というところから始まって，色々な

軍事情報を何とか解読したい，ということ

でチューリングマシンを開発して，見事に

当て始めた，ドイツ軍の軍事を正確に読め

るようになった，ということです．大変な

研究をして，少し時代が進むとともに皆さ

んがよく知っているマンチェスターのマー

クⅠとか，いわゆる今のコンピュータの原

型というのも当然できてきました．このと

きの映画を思い出すと，何故ドイツの暗号

がわかったかというと，ドイツ軍は何かと

いうと上官に向かって「ハイル ヒットラ

ー」と言う，そこだけはよくわかったので，

それでアルファベットのいくつかが解読さ

れた，映画ではそうなっていましたけど，

多分事実ではないかと思いました．ただこ

の人は青酸自殺をしています．もっとご興

味があれば調べていただければわかるので

すが，この人は今で言う少し性的な問題が

あって，当時許されることではないので，

それを苦にして青酸自殺したということで

す． 

またアメリカもこの情報収集，分析，評

価，つまりインテリジェンスを非常に熱心

にやっていまして，これは有名なシャーマ

ン・ケントという今のインテリジェンスの

ベースを築いた方達が研究をしていました． 

さて我が日本軍はというと，日本は優秀

な人をかき集めて，竹の棒を持たせて「戦

ってこい」という，これはないでしょうと

思うわけです．これぐらい日本は優秀な人

材を無駄にしたと言っても過言ではないと

思います．こんなことをしている時にアメ

リカやイギリスはコンピュータを作ってい

たということを日本人は反省するべきだと

僕は思います．アメリカが強いとか，そう

ではなくて，日本人は日本人らしい努力の

仕方でやればその結果が出てくるのではな

いかと思います． 

ではインテリジェンスというけれど，そ
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れはそんなに面倒で難しいものかというと，

そうではありません．パリで息子と一緒に

タクシーに乗ったときに「お前たち，ジャ

パニーズだろう，すぐわかるよ」と運転手

に言われました．「お前たちはタクシーに乗

ると中国人とすぐ区別ができる」というわ

けです．日本人はタクシーに乗るときにし

ばらくドアの前に立っている，つまりドア

は自動的に開くものだと思っているらしい，

だからお前たちはジャパニーズだとすぐわ

かる，というのです．中国の人はすぐ開け

るよ，ほらみろ，これはインテリジェンス

だよね，これは正しいだろう，お前たちは

ジャパニーズだろう，そうだと言ったら「ほ

らな」と言われるのです．このようなこと

であって，別に難しくないのだけれど大事

なのは自分に必要な情報を集めると言うこ

とをいつも考える必要があるというか，そ

ういう感性が大事なのだろうと思います． 

 

■環境変化とインテリジェンス思考

の背景 

これは大井さんから貰った話かな，「環境

変化とインテリジェンス思考の背景」とい

うのがあって， 

間接的な意見を集約する時代の終焉 

間接民主主義からより直接民主主義への

移行とも考えられます  

⇒ Brexit, トランプ大統領   

⇒ 直接民主主義では？ 

誰でもが情報を選択できる時代  

⇒ あれ俺は中間層かな？ 

豊かではないかも？ 

他人はどうであれ「俺さえ良けれ

ば良い」の時代でしょうか？ 

ということは誰でも情報を選択する時代に

なっているのですか，ということです．そ

うすると，この 「誰でもが情報を選択でき

る時代」の 「情報」は一体何を意味してい

るのか，です．どうもこの辺の背景にトラ

ンプさんが出てきたのではないですか？ 

⇒ トランプ大統領の登場でしょう

か？  

ＥＵ崩壊？  

⇒ ドイツ支配への抵抗感，普遍的価

値（安倍首相の口癖？） 

⇒ 独自性・個性が目覚めたとも言え

そうな主張 

⇒ 知がもたらす「自分が大事」主義

の時代へ 

競争は負けたら終わり，企業は倒産し家

族が路頭に迷うことになりませんか？競

争に勝つためには，独自性と個性に目を

向けた戦略が求められる 

多様・複雑化した市場  

⇒ 現実対応と合わせた実現性なシナ

リオ構築 

が求められる時代ではないですか，と言っ

ています．これは大井さんです．この方は

慶應を出られてインテリジェンス学会にも

一度来て頂いて，非常に優秀な女性だなと

思いました．その後フルブライトでアメリ

カに行かれてアメリカのメガバンクだった

かメガ証券かにおられて長らくキャリアを

積んだ方です．この人の話で非常に面白い

のは，真ん中にあるこの赤字のところです

が，「第二次世界大戦で，日本は 4000 兆円

（現在の国家予算の 40 年分）を使い果たし

た」，そして学生さんは竹槍を持って戦った

わけです．かわいそうなことをしました． 
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日本にとって独力で独立をすることは不

可能であった．敗戦後は復興のために米

国から 30 億ドル（現在価値として 30 兆

円相当）を 60 年ローンで借り入れた 

と言っています．60 年の借金をしました．

そのときに吉田総理が覚え書きを書いた密

約がありますよ，その担保として，「国防権，

電波権，航空権（航空管制権）という三つ

の権利が抑えられた」と言っています．あ

とで大井さんに話を聞いたのですが，「これ

は事実です．アメリカ人はみんな知ってい

ます」と言われました．つまり，人間は都

合の悪い情報を出さない，でも都合の悪い

情報というのはものすごい価値があって，

下手をすると自分の一生を左右するかもし

れない，企業の成績もそれによってだいぶ

違うかもしれない，というぐらい優れた情

報は価値を左右するし，下手をすれば人生

も左右するかもしれません．大井さんが「事

実ですよ」と言ったことを私は信じていま

す．ちょうどこの 60 年の満期，ローンを返

し終わった年，2013 年だそうですが，この

年に羽田空港の国際ターミナルの建設が許

可されています．ここから日本は国際線の，

つまりアメリカとの２国間協議がなくなっ

ています．担保が戻ってきたから自分で決

めていいよ，ということです．残炎ながら

国防権，電波権はまだ返ってきていません．

これは自衛隊の人に聞いたらわかりますけ

ど，日本の航空機はまだ勝手に空を飛べな

いということです．担保は返してもらうべ

きなのですが，アメリカがとぼけて返さな

いというか，日本は怖くて言えないという

か，このように都合の悪い情報は隠されま

すよ，ということは重要な問題であって，

この化けの皮をどうやってはがしていくか，

ということです． 

 

■グローバル化した時代の選択肢 

これはネイスピッツというアメリカの未

来学者です．1994 年に出版した本ですけれ

ど，彼は 

ローカル対グローバル，普遍対個別の対

立であると考えます．つまり，何を普遍

化し何を個別化すべきかを考え方の違い

を超えて適切な対応をすることが，新た

なリーダーには求められている． 

と言っています．これは今でも通じると思

います． 

つまり，普遍化と個別化のバランスが保

てるように，しかるべき措置を講じるの

が新しいリーダーの役割ではないかと考

えます． 

旧世界の選択肢である右か左かは二者択

一であり，新世界の選択肢であるグロー

バルかローカルかは二者択一では無く，

両者をどのように兼ね合わせるかが問わ

れるのではないか？ 

と言っています． 

やはり色々なところで情報は隠されます．

企業も自分のビジネスに関してライバルに

勝つためだったり，色々な事情によって重

要な情報を出してきません． 

フランス人が面白いことを言っています． 

問題に直接かかわりのある当事者を，そ

の問題から巧妙に遠ざけておくためのテ

クニックが政治である． 

これは多分正しいです．となると我々は日

本政府に本当のことを知らされているかと

いうと，多分そうではないだろうと疑うべ
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きであって，英国人は「政府は利用するも

のであって従うものではない」と言ってい

ます．英国人はやはり洗練されているなと

思います．このような環境があるわけです

から，その中でインテリジェンスというも

のをどれだけ我々は重要視しなくてはいけ

ないだろうか，と思うわけです． 

 

■農⇒工⇒情⇒知がもたらす環境変

化とインテジェンス思考 

これはジョン・ネイスピッツが 1982 年に

言っています． 

農耕社会では，人間の追及対象物は自然

である．農耕社会においては，時間指向

は過去に向けられます． 

そうですね，種を植えてから育つわけです

から．ところが 

工業社会では，組み立てられた自然が対

象となる．工業社会における時間指向は

現在です． 

こう言っています．ジョン・ネイスピッツ

は 1982 年の段階でこの最後にあるように 

工業社会⇒情報化社会へと移行 報社会

の時間指向は，将来です． 

・情報化社会では，追求対象が相互に作

用し合っている人間となる．つまり，人

と人との繋がりや取引が幾何級数的に増

大することを意味している． 

と言っています．多分これも今の時代に合

っています．ジョン・ネイスピッツはとて

も有名な方で日本にも何度も来ています． 

 

■問題は「知」です！ 知識社会とイ

ンエリジェンス思考 

そうするとやはり問題は 「知」かな，と

思います．つまり情報というものをどう上

手く使うか，ということが非常に重要にな

ってくるので，情報があれば良いというこ

とではないですよ，ということです． 

「全体は各部分の合計値でしかない」と

考えるべきです． 

それから 

知識社会の時間指向は未来です． 

では未来志向は何かというと， 

未来志向：100 人の秀才よりは，一人の

奇才が求められる社会ではないか？ 

このような人たちが社会を変えるはずだと

言っています． 

供給(受け身）から選択（積極）へ 

情報量が飛躍的に増大すればする程，無

統制で無秩序な情報は，情報社会ではも

はや資源とは言えません．飛躍的に進歩

した情報技術は情報公害を引き起こし，

無意味な情報が氾濫することになりま

す．いや既にしています． 

組織あるいは各人が，必要とする情報を

得ることが出来れば，情報社会全体の重

心は「供給から選択」へと移行．⇒ イ

ンテリジェンス思考 

この「供給から選択」へと移行するとい

うところに情報の価値があるとすれば，や

はりインテリジェンスは非常に重要だし，

そこにインテリジェンス指向の源泉がある

のではないか，というように私は思います．

いかがでしょうか． 

そうなると結論はやはり情報はシンボル，

記号に近い，お知らせ，から出られません．

そのお知らせだけでは非常に不充分で役に

立たない，意味が無い，というのであれば

集めた情報を何らかの方法で価値変換して



情報システム学会誌 Vol.15, No.2 

 

 

JISSJ Vol.15, No.2  89 

 

 

いかないとそれは意味の無い情報で終わっ

てしまいます．やはりインテリジェンスに

何らかのやり方，考え方，方法論によって

変換するべきではないかと思います．イン

フォメーションそのものが悪いと言うこと

ではなくて，そのものだけでは価値がない

のではないか，というのが私の結論です． 

以上で終えたいと思います．勝手なこと

を申し上げて本当に申し訳ないと思います．

お釈迦様に説法をしたら，皆様はお釈迦様

ですから今度説法を受けるのは僕です．ど

うぞひとつよろしくお願いいたします．失

礼いたしました． 

（講演者連絡先: sugasawa440@nifty.com） 
（文責：編集委員会） 

 


